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ニ化蝶轟の看護生韻察に関する基礎的研究第 3報
稲品種と被害整率との関係
裸 谷
1・緒 冒二化棋摂晶に劃する稲の抵抗牲
品種の問題は屡々問題さされるが、この抵抗性
の本質に就い尤はもさよりのこさ、品種聞に於
ける患抗性の差異を量的に計調，IJせる成韻の意外
に砂いのはrうしたこ乏であろう治、二化螺晶
i二割する遁確にして普遍的なる防除法の2長官確
立しない今日、耐品性品種の利用は極めて望ま
しい事柄であるo維って、今、各地で栽培され
る輯品種の二化膜晶に劃する耐品性ぞ認識する
こさは焦眉の急であるさいはねばならないo併
し'栢の耐品性の院題に附随しτ常仁困難たる一
二の事柄の存在するとさを看過し鱒たい。それ
は、ある商品種が、よく棋品に侵されるかrう
かざいう事ミ、稲の』肱穫量の多寡如何さが必歩
しも平行的な現象でないさいう事貰であるo換
言すれば、簡は品種によっτ蝶晶に撃すする被害
程.度を臭化するがもまたその続償カも呉るさい
う事であるo
さτ、ニ化螺晶lこ封する稲品種の抵抗牲は、
終局する所、牧量に及ぼされる影響度の多少に
踊せられるのであるが、筆者は昭和19年度tこ
施行ぜるー漣の貰験tこ於τ先づ抵抗牲の問題
を織物艦ミLての溜藍tこのみ限定しfこoそれ
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は、抵抗性の問題が極めτ復雑であるから、
植物韓三しての稲霊の二化摂晶に望せする被侵 ， 
害度さ、稲自.瞳の補償カさの闘係をー先づ陣
して別々見考へる方が、現象の本質~究める上
に有利であるさ愚考しすこからである。ままに於τ
象者はJ&穫後に於りる稲葉の被害霊寧ぞ基礎さ
しで栢の被侵害度ぞ検定し大。縫って、こ Lに
得られた成績によっτ、稲品種の耐品性如何を
全般的に論歩るこさは出来ないが、これによっ
τ耐品性品種に闘し珪程度の示酸は得られるさ
思う。
2・材斜及び方法 こ化旗患の被害輩ぞ調
査する目的の需に栽植されずZ棺品種は岡山燃の
奨齢品種fこる、愛圏、朝日、日之出選、範;台、
近畿25蹴、国光、美車、岡山糖、雄町、大笠幡
竹田早生、監穂、山錦の13品種であてコセ、別tこ
品種「旭J~標準にさつ~t:o 和は-5 月 98街代
に婚種、 7月5日:本回』こ移植されたもので、品
種BC栽阜順位は東西1(')問、商:1t3t'i聞の圃援の北
側から上置の品種順さし、各dZ種間tごは旭を2
列挿入したり lit立綿τ5;lト植乏し粉、聞は8寸t-
した。:b'.1.る順位のもさに栽継されたもの3匝
を作り、 11月2(')日稲刈取後有敵分車'N教の調査
第 1 表 を施行した9
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3・寅験結果叙
ー上稲品種には、勿論
夫..栽培遁地があっ
τ、例へば愛閥、範
治、美濯、豊穂、約
回早生、山錦等は北
部地帯tこ普及し、朝
日、日;之出謹、近畿
21蛾、雄腕i等はF弱郁
に多いo従って、こ
られ蹄除種を同時に
同一語所に於て哉掃
する場合、その生育
耽況なれ品種の特
性等各遁地じ於りる
按相さ高ら異るであ
-17._ 
• 
ろうこミは想像に難〈ないが併し旗晶の本質-i'
知るためにはこの様な方法もー法かさ考え敢支
て錨行した次第である。
各品種別被害輩率、品種100輩嘗り風乾重、
各品積に就いτの1室哲り在車載、各品種別棋
晶個値重等を測定しfこ結果は第 1表の如くであ暢
る。而Lτこれ等相互間に於りる相関k係-i-示
しfこのが第2表である。
第 2 表
|敏審判腕霊|持品|個眠
彼寄盤率 +0.88 +0.27 +0.60 
風 fl 軍 +0.88 +0.47 +0.75 
慢1をm~~ 在歯 +0.27 +(¥48 +0.60 
4関 勝 璽 +0.60 +0.75 +0.60 。被害童書事。被害童率は設定せる 3匝に就
いて略同様θ傾向を示したので、第 1表には、
3匝の線平均値のみを採用して置いた。これで
見手さ瓢内北部口普遍的1Lる亀治、監穂、美埠
等の被害童率が慨して高〈、叉蘇南部に裁培さ
れ、旗害の著しいこさで定評ある雄町が亀治i二
次いで高Z容を示しτわる。
2) 風乾重。稲刈取後3(')日間、網室内にτ風
車Eせる栢輩¥1(')(')本の重量を測定、これぞ風乾重
ざしτ、品種特性的 1指標ざした。第l表より
明かなる如〈この風乾重さ被害輩率さの聞には
相嘗高い正の相肢の存するこさが看取されるo
叉風乾重はいを迄もなく分葉童文の少い品種韓大
であり、縫うて分葉敷さ被誓輩率さの聞には負
の相闘の存するこさが明かである@
3) 1藍嘗り在車数。 1童首り在晶散さは被
害霊 1輩中に存在する車載を意味するのであっ
τ、との多少は螺晶の栢品種t乙劃する生理的親
手u度、或は稲藍の柴養的}~至は物理的包容力さ
去ったもめに闘係があるのではないかさも思推
されるので激てまれこ採用表示して見たわけであ
る。
4) 個値重。牒晶が寄生する輯の品種にょっ
司、その個瞳重に相撞の見られるとさは首然縁
想される所であるが、稲の風乾重三個韓重さの
聞には相嘗高いEの相聞の存在するニさが窺iま
れたのである。幼晶個瞳重の大小が洞化せる成
品の大小lζ相闘 t清水滋、1935)し、それはまた
蛾の産卵能力の大小に醐係あるこさが既に栗原
.~氏(192ヲ〉じよって指摘されてゐるから、二
の問題は特に興味深いものである。
4.考 察螺品2化期tニ於ける被害輩君事に
よって、産下~ß童文の多小、換言ずれば、育立賦
HFに於ける栢品種の槙蛾に謝する誘引伎の強弱
を推測するとさは困難であるo何さなれば、螺
・蛾の産卵時に於ける寄生植物撰蝉性三、産卵後
に於ける、m化幼晶の生育保件さの聞には必歩
しも闘聯があるさ思tまれないからであるot't.っ
て、主計二問題さする被害童君事去るものは、植物
閣さして稲輩に於ける耐槙盆牲の全貌を示宇も
のではない。併し、和田柴太郎民(194.2)も指
摘Lτゐる様に、産下卵は大睡童禁の大なるも
のへ集中される傾向があるさいうから、亀治、 ・
雄町、豊穂、美濃等tこ於τ賓際の産下~f散も他 、
の品種に比してより多かつ?こであろうこさ伺相
像に難〈ない。向ニの場合誌目を要するのは、
各品種聞に挿入せる「旭J~こ於砂る被害輩君事が
各匝について必すしも均一でないさいう事貰で
あるO.殊に被害蓮司Eの高い品種に接するものが
必歩しも高率を示さたいZEいうニさは、本来棋
蝦卵の分布歎態が均一でないこさを示すものに
他ならない。併しニの揖合、「旭J~こ於げる被
害韮寧の標準偏差は他の13品種聞に於りるそれ
棋著しいものではないから〈第3表参照)13品
種聞に於ける被害重量容の差異は、 E主下卵分布の
汗均一性三いう偶綜的事象』こ畢するものではな
h、9
第 3 表 さて被害塞
， t .寧の大小換言
品 種!被害1雪辱iI標準偏差!すれば稲の耐
| C%)I I 
I _ _:. ~ ~ _ _ i _ _ _ I眠品性がー櫨
ロ品種く平均)16.12土1.151:1:3.98 I 
I ~ no-:^ nJ -，. ^<' I いかなる要因旭川|什
I I じ支配される
・ものであるかは、我々の最も知りfこい所であっ
τ、或撃者は庖塞棄の剛、軟弱或は窒素成分の
多寡三モれさぞ連関£せで考えτいる壊であ
るo筆者は未fさ稲華葉の化事的成分さ被害童率
三の聞係に就いてiま調査を施行しτいないが、
第2表に示される如〈風乾重三被害重率さの聞
に高い相聞k係の存する乙さは注目に慣するミ
思;0郎ち童葉の重いものは棋晶じよく侵され
易いさ云ふ事であるo又・4方蓮葉の重いものは
縫っt停の太いものを意味するから、分業数少
〈倒〉 ~ 18-
〈揮の太い品種は旗色にX<侵されるさいうこ
さじなる。とれは従来もJ.I~ト言及された所で一
般の常識さなっている所でめるが、風乾重さ被
害重率三の聞に +(').88~ いう高い相閥の存する
ニさは集者の橡籾しなかった所であるo
顕滋被害の木小が各稲品種に於ける稲停の大
小に相闘があるさいう事震は他面、同ー品種内
じ於τ色云えるのではないか言思うo旬ち地力
或は施肥等による草出来の良否が被害華軍事の大
小さ相関するさいうこさは宮然考えられる所で
， ある。
次に被害輩 1重賞り布晶散の問題であるが、
ζれl玄関風乾電及び、螺晶の岡韓重さの閥蓮に
於て重要!.I:る意味を:有する様に思はれるo卸ち
第2表より明かなる如れ風乾重15の聞に存す
る相聞保獄。.48は風乾重のより大なる陪輩が
多少さも槙轟の寄主さしτの牧容カの大きいと
さぞ示すものであろう。河同黛氏く1942)は爪
嘘帽 KetanNangka 1・支那稲光袖及び日本晴
亀治に於ける 2化期螺晶の被害賦況を各種観動
より考察しtいるが、被害華率三棋晶密度さの
聞係に就いτ次の如〈論じてゐるぴ卸ち「棋晶
生育後半期に於る生存望書及び生畏程度の差異は
螺晶の生活領分さの聞に、一服の聞係がありそ
うに思はれる。第一仁棋掻が就に大き〈なって
いるか包、その生活領分の大小によって束縛を
受けやすそうである。第コに撃の最も細い光柚
に於て生活保件が最も不良であったとさもとの
考えぞ助げるo蝶品1l!i:の作φTこ被害輩の平均
は内輪に見ても細韮の光1山では}.54本であるの
に、太重の KttanNangka 1及び中華の亀治で
は夫々0・61本、 0・8(')本である。これは光制1本
の重が摂塩の生活領分乏して狭過ぎるこさや物
語っている 3も解障されるけ
筆者が得fご南風乾重三被害輩1輩嘗り在晶It
乏の相聞k係は或程度河同氏の推論を貰聾して
いるさ思う。併し河岡氏の揚合、 3品種に於け
る搭種蝶議教が略同数であったが以筆者の試験
では恐らくスタートに於て、風乾重大なる惜の
螺也密度は、 ，I、なるもののそれに比して〉たであ
ったさ思推されるから、とめ相関寧はそのま h
螺晶蛮育期を遁じτの環境抵抗の強弱会標示す
るものではないoiPJ田氏は更に設で次φ如〈附
言しているor併し更に問題さなるとさは、この
時期に於て蝶畠の生活保件ざして最も不良~，
賦態にある光電lJが、開花後割合に早〈豊熟する
さいうよりは寧ろ乾闘したような見九曹になる@
ニのこさが蝶晶の生活保件を悪〈する最も大舎
な原因かも知れない.J賞際氏の云はれる如〈、
開花、豊熟の早晩さいうこさも、螺晶密度の消
畏を支配する有カなる要因。あろ.うさ考えられ
るo即ち被害車率さ被害童1重賞り在畠散さの
相聞が係敵+6.27で示されるとさは、被害輩率
の高い品種に於τ螺畠が必歩しもその生育そ儀
後迄全うするものでないこさを物語っているo
-方被害童1輩嘗り在晶敬三個瞳重さの相闘が
+0・6のさなつtいるが.これは1重富り在晶敷
の大なる陪重に於-CIま螺晶の柴養状態が比較的
良好であるこさを示すものであろう。尤もそれ
は，J;、予しも生育歩止りの良否を示すものではな
い白更に風乾重さ倒櫨重さの相闘が比較的高い
こさも螺晶の柴養問題に関連させればある程度
の説明はつ<0 】
これを要するじ4螺畠被害の貰相は、第一義
的には成育期I'C於ける稲風乾重の大小じよって
支配きれるさいうこさが出来るのであるが、被
害ミ螺晶平野度或は密度さ風乾重さの開時にはー，
E種々なる要因の復合が考えられるので今俄l二之
ぞ解明するニさは出来ない。
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